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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期

第２四半期
連結累計期間

第67期
第２四半期
連結累計期間

第66期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年９月30日

自平成28年４月１日
至平成28年９月30日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 （百万円） 77,468 57,461 139,949

経常損失（△） （百万円） △1,419 △3,533 △5,134

親会社株主に帰属する四半期　　

（当期）純損失(△)
（百万円） △4,711 △3,588 △10,698

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △5,361 △3,936 △11,531

純資産額 （百万円） 82,640 71,917 76,162

総資産額 （百万円） 123,476 106,656 106,716

１株当たり四半期（当期）

純損失金額（△）
（円） △76.28 △58.39 △173.65

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 66.9 67.4 71.4

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △2,686 113 4,156

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △690 △1,774 △2,372

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,506 △635 △2,986

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（百万円） 50,854 50,531 54,015

 

 

回次
第66期

第２四半期
連結会計期間

第67期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

１株当たり四半期純損失金額（△） （円） △68.70 △13.40

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

           おりません。

       ２．売上高には、消費税等を含んでおりません。

       ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失金額で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、前連結会計年度におきましては、営業損失28億35百万円、経常損失51億34百万円、親会社株主に

帰属する当期純損失106億98百万円となり、２期連続で営業損失を計上いたしました。当第２四半期連結累計期間に

おいては営業損失４億50百万円、経常損失35億33百万円、親会社株主に帰属する四半期純損失35億88百万円となりま

した。

このような状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象または状況が存在しておりますが、

「第２ 事業の状況 ３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 (7)継続企業の前提に関する重

要事象等を改善するための対応策等」に記載のとおり、当該重要事象等を解消するための対応策を実施することによ

り収益力の回復に努めており、また今後の運転資金を十分に確保できていることから、継続企業の前提に関する重要

な不確実性は認められないと判断し、四半期連結財務諸表への注記は記載しておりません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成28年４月～平成28年９月）の世界経済は、米国では引き続き景気は拡大してい

るものの、一部指標では伸びの鈍化がみられます。欧州においては、回復基調は継続しておりますが、英国のEU離

脱問題や、金融システムの不安定など先行き不透明な部分があります。中国では、景気の減速基調が続いておりま

す。日本経済につきましては、円高の影響が大きく、個人消費も弱含みの兆しがあり、景気は停滞感があります。

当社グループの属する電子部品業界におきましては、自動車関連向けは堅調に推移しておりますが、スマートフォ

ン市場は成長が鈍化し、円高の影響もあって、全体的には低調なものとなりました。

 

このような状況の下で、当社グループでは、自動車関連向けは伸びたものの、移動体通信関連向けは横ばい、ア

ミューズメント関連向けは減少いたしました。

 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は574億61百万円（前年同期比25.8％減）、営業損失は

４億50百万円（前年同期は14億22百万円の営業損失）、経常損失は為替変動に伴う為替差損（31億27百万円）の発

生があり、35億33百万円（前年同期は14億19百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は35億88百

万円（前年同期は47億11百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

 

報告セグメントの売上高及びセグメント利益又は損失は、次のとおりであります。

 

機構部品につきましては、アミューズメント関連向けが減少したことにより、売上高は437億98百万円（前年同

期比30.6％減）、セグメント損失は10億61百万円（前年同期は20億86百万円のセグメント損失）となりました。

音響部品につきましては、自動車関連向けは増加したものの、移動体通信向けが減少したことにより、売上高は

82億38百万円（前年同期比4.8％減）、セグメント利益は８億64百万円（前年同期比99.1％増）となりました。

表示部品につきましては、自動車関連向けが減少したことにより、売上高は45億26百万円（前年同期比4.7％

減）となったものの、セグメント利益は２億30百万円（前年同期は１億75百万円のセグメント損失）となりまし

た。

複合部品その他につきましては、情報事務機器関連向けが減少したことにより、売上高は15億24百万円（前年同

期比31.0％減）、セグメント損失は74百万円（前年同期は１億50百万円のセグメント損失）となりました。

 

(注)各セグメント別の売上高は、外部顧客への売上高にセグメント間の内部売上高又は振替高を加算したもので

す。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ34億84百万円減少（前年同四半期連結累計期間は48億90百万円の減少）し、505億31百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金は、１億13百万円の増加（前年同四半期連結累計期間は26億86百万円の減少）となりまし

た。これは主に、税金等調整前四半期純損失33億57百万円（前年同四半期連結累計期間は税金等調整前四半期純

損失26億90百万円）、売上債権の増加37億75百万円（前年同四半期連結累計期間は15億18百万円の増加）、たな

卸資産の増加33億７百万円（前年同四半期連結累計期間は17億85百万円の増加）、仕入債務の増加107億３百万円

（前年同四半期連結累計期間は26億１百万円の増加）によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金は、17億74百万円の減少（前年同四半期連結累計期間は６億90百万円の減少）となりまし

た。これは主に、有形固定資産の取得による支出22億24百万円（前年同四半期連結累計期間は８億89百万円）に

よるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金は、６億35百万円の減少（前年同四半期連結累計期間は15億６百万円の減少）となりまし

た。これは主に、短期借入金の減少３億27百万円（前年同四半期連結累計期間は４億10百万円の増加）、配当金

の支払３億７百万円（前年同四半期連結累計期間は３億16百万円）によるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

当社の会社の支配に関する基本方針の概要は以下のとおりであります。

上場会社である当社の株式は株主、投資家の皆様による自由な取引が認められており、当社の株式に対する大

規模買付提案またはこれに類似する行為があった場合においても、一概に否定するものではなく、最終的には株

主の皆様の自由な意思により判断されるべきであると考えます。

当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方としては、経営の基本理念、企業価値のさまざまな源

泉、当社を支えるステークホルダーとの信頼関係を十分に理解し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を中

長期的に確保、向上させる者でなければならないと考えております。従いまして、企業価値ひいては株主共同の

利益を毀損するおそれのある不適切な大規模買付提案またはこれに類似する行為を行う者は、当社の財務及び事

業の方針の決定を支配する者として不適切であると判断し、このような考え方をもって、当社の財務及び事業の

方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針といたしております。

 

(4）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、10億21百万円であります。

また、当第２四半期連結累計期間における研究開発活動の状況の変更内容は、次の通りであります。
 
 

音響部品における研究開発

・高音質音楽プレーヤの普及に合わせ、５～４５，０００Ｈｚの広帯域周波数特性のハイレゾ対応ヘッドホンを

開発いたしました。ネオジウムマグネットドライバユニットやＣＣＡＷボイスコイルの採用により、高出力音圧

と高レスポンスの音源再生を可能にしております。約１８０ｇの軽量設計と折り畳み、高級感のあるデザインを

採用しております。

・高音質携帯音楽プレーヤのブームに合わせ、５～４５，０００Ｈｚの広帯域周波数特性のハイレゾ対応イヤホ

ンを開発いたしました。ネオジウムマグネットドライバユニットの採用により、高出力音圧と高レスポンスの音

源再生を可能にしております。ハイレゾ対応による高音域帯のみを強調させることなく、低音域帯とのバランス

を考慮したチューニングを施し、音源を選ばないナチュラルでクリアな音質と質感の向上を実現しております。

筐体は低価格を実現した樹脂タイプと高級感のあるアルミタイプを揃えております。

 

複合部品その他における研究開発

・市場需要が急速に高まりつつあるBluetooth low energy technologyに対して次世代チップを採用した無線モ

ジュールを開発いたしました。従来製品と比較して内蔵プロセッサの性能が飛躍的に向上している一方で消費電

流は約半分に抑えられており、過去より培っている高性能アンテナ設計のノウハウと融合させることで長距離通

信と低消費電力化の両立を可能にしております。
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(5）生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間の生産、受注及び販売の実績における著しい増減は、次の通りであります。

生産実績において、機構部品が著しく減少しました。これは主としてアミューズメント関連向けの減少による

もので、機構部品の生産実績は427億63百万円（前年同期比31.9％減）となりました。また、複合部品が著しく減

少しました。これは主として情報事務機器関連用部品の減少によるもので、複合部品の生産実績は16億42百万円

（前年同期比32.3％減）となりました。

受注実績において、複合部品が著しく減少しました。これは主として情報事務機器関連用部品の減少によるも

ので、複合部品の受注実績は16億40百万円（前年同期比31.4％減）となりました。

販売実績において、機構部品が著しく減少しました。これは主としてアミューズメント関連向けの減少による

もので、機構部品の販売実績は432億52百万円（前年同期比30.3％減）となりました。

 

(6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

営業活動によるキャッシュ・フローでは、売上債権及びたな卸資産の増加並びに税金等調整前四半期純損失な

どがありましたが、仕入債務の増加等により、１億13百万円のキャッシュを得ました。

投資活動によるキャッシュ・フローでは、設備投資等により17億74百万円のキャッシュを使用しました。

財務活動によるキャッシュ・フローでは、短期借入金の減少、配当金の支払等により６億35百万円のキャッ

シュを使用しました。

これらの活動の結果及び為替レートの変動が海外子会社の現金及び現金同等物の円換算に与えた影響により、

現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末の540億15百万円から34億84百万円減少し、505億31百万円とな

りました。

 

(7）継続企業の前提に関する重要事象等を改善するための対応策等

当社グループには、「第２ 事業の状況 １ 事業等のリスク」に記載のとおり、継続企業の前提に重要な疑

義を生じさせるような事象または状況が当第２四半期連結会計期間において存在しておりますが、当第２四半期

連結会計期間末日における現金及び現金同等物の期末残高は505億31百万円であり、当面の十分な手元資金を確保

しております。

 

また、当社グループは、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象または状況を早期に解消または

改善するため、以下の対応策を進め、営業利益の確保に取り組んでまいります。

 

①受注・売上の拡大

新規市場への拡販、特に自動車市場はエレクトロニクス化が進み、成長が期待される分野であり、当分野への

主力製品であるタッチパネル、マイクロホン、コネクタ、スイッチユニットについて競争力を強化し、また新製

品の開発スピードを速めることで、既存顧客に対する取扱い製品の拡大と新規顧客への拡販を図り、受注・売上

の拡大を目指します。

 

②生産性の向上・原価低減

機械化、省人化、省力化による生産性の向上、加えて工程改善、内製化、最適な生産地の選別への取り組みを

一段と強化することにより、引き続き原価低減に取り組んでまいります。

 

EDINET提出書類

ホシデン株式会社(E01815)

四半期報告書

 5/21



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成28年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式      69,710,084       69,710,084
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100

株であります。

計          69,710,084           69,710,084 ― ―

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
― 69,710 ― 13,660 ― 19,596
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（６）【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日本トラスティ・サービス

信託銀行㈱（信託口）
東京都中央区晴海１－８－11 4,403 6.32

みずほ信託銀行㈱退職給付信託

みずほ銀行口再信託受託者

資産管理サービス信託銀行㈱

東京都中央区晴海１－８－12

晴海アイランドトリトンスクエアオフィス

タワーＺ棟

2,913 4.18

日本生命保険（相） 東京都千代田区丸の内１－６－６ 2,358 3.38

ステート ストリート バンク 

アンド トラスト カンパニー 

５０５２２３

（常任代理人：㈱みずほ銀行決済

営業部）

P. O. BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS

02101 U. S. A.

（東京都港区港南２－15－１品川インター

シティＡ棟）

2,278 3.27

ステート ストリート バンク 

アンド トラスト カンパニー 

５０５１０３

（常任代理人：㈱みずほ銀行決済

営業部）

P. O. BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS

02101 U. S. A.

（東京都港区港南２－15－１品川インター

シティＡ棟）

1,925 2.76

東京海上日動火災保険㈱ 東京都千代田区丸の内１－２－１ 1,616 2.32

日本マスタートラスト

信託銀行㈱（信託口）

 

東京都港区浜松町２－11－３ 1,549 2.22

古橋 晶子 兵庫県芦屋市 1,473 2.11

ステート　ストリート　バンク　

アンド　トラスト　カンパニー

（常任代理人：香港上海銀行東京

支店　カストディ業務部）

ONE LINCOLN STREET, BOSTON MA USA

02111

（東京都中央区日本橋３－11－１）

1,335 1.92

日本トラスティ・サービス

信託銀行㈱（信託口９）
東京都中央区晴海１－８－11 1,335 1.92

計 ― 21,189 30.40

（注） １．当社は自己株式8,249千株（11.83％）を保有しておりますが、上記大株主の状況には含めておりません。

２．平成26年５月22日付で株式会社みずほ銀行及びその共同保有者である３社から平成26年５月15日現在で

4,573千株、平成27年８月28日付でブランデス・インベストメント・パートナーズ・エル・ピーから平成

27年８月24日現在で8,189千株、平成28年８月５日付でウエリントン・マネージメント・カンパニー・エ

ルエルピー及びその共同保有者である２社から平成28年７月29日現在で4,023千株をそれぞれ実質保有し

ている大量保有報告書の変更報告書が提出されておりますが、当社として当第２四半期会計期間末時点に

おける実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 8,249,700
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 61,401,100 614,011 ―

単元未満株式 普通株式    59,284 ― 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 69,710,084 ― ―

総株主の議決権 ― 614,011 ―

（注）  「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己株式35株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

ホシデン株式会社

大阪府八尾市

北久宝寺１－４－33
8,249,700 ― 8,249,700 11.8

計 ― 8,249,700 ― 8,249,700 11.8

 

２【役員の状況】

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当第２四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 31,629 42,421

受取手形及び売掛金 17,318 18,609

有価証券 22,701 8,400

商品及び製品 5,813 4,862

仕掛品 3,078 2,445

原材料及び貯蔵品 5,860 9,039

その他 4,904 4,888

貸倒引当金 △25 △25

流動資産合計 91,280 90,642

固定資産   

有形固定資産 10,457 10,992

無形固定資産 230 239

投資その他の資産   

投資有価証券 3,483 3,737

その他 1,605 1,451

貸倒引当金 △341 △406

投資その他の資産合計 4,748 4,783

固定資産合計 15,435 16,014

資産合計 106,716 106,656
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 11,741 17,977

短期借入金 6,865 5,527

未払法人税等 687 475

その他 3,599 3,309

流動負債合計 22,893 27,289

固定負債   

退職給付に係る負債 5,402 5,207

その他 2,257 2,241

固定負債合計 7,660 7,449

負債合計 30,553 34,738

純資産の部   

株主資本   

資本金 13,660 13,660

資本剰余金 19,596 19,596

利益剰余金 51,336 47,440

自己株式 △7,599 △7,599

株主資本合計 76,994 73,098

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,241 1,262

為替換算調整勘定 △2,016 △2,400

退職給付に係る調整累計額 △56 △42

その他の包括利益累計額合計 △832 △1,180

純資産合計 76,162 71,917

負債純資産合計 106,716 106,656
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 77,468 57,461

売上原価 73,420 52,873

売上総利益 4,048 4,588

販売費及び一般管理費 ※ 5,470 ※ 5,038

営業損失（△） △1,422 △450

営業外収益   

受取利息 26 26

受取配当金 35 37

その他 79 43

営業外収益合計 140 106

営業外費用   

支払利息 70 58

為替差損 60 3,127

その他 8 2

営業外費用合計 138 3,189

経常損失（△） △1,419 △3,533

特別利益   

固定資産売却益 29 267

その他 － 0

特別利益合計 29 267

特別損失   

固定資産除売却損 1 6

減損損失 1,297 －

投資有価証券評価損 － 85

その他 0 0

特別損失合計 1,299 92

税金等調整前四半期純損失（△） △2,690 △3,357

法人税、住民税及び事業税 244 252

法人税等調整額 1,776 △22

法人税等合計 2,020 230

四半期純損失（△） △4,711 △3,588

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） － －

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △4,711 △3,588
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純損失（△） △4,711 △3,588

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △367 21

為替換算調整勘定 △291 △383

退職給付に係る調整額 8 14

その他の包括利益合計 △650 △348

四半期包括利益 △5,361 △3,936

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △5,361 △3,936

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

 

EDINET提出書類

ホシデン株式会社(E01815)

四半期報告書

13/21



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △2,690 △3,357

減価償却費 1,299 730

減損損失 1,297 -

売上債権の増減額（△は増加） △1,518 △3,775

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,785 △3,307

営業未収入金の増減額（△は増加） 57 △239

仕入債務の増減額（△は減少） 2,601 10,703

その他 △685 31

小計 △1,422 785

利息及び配当金の受取額 61 63

利息の支払額 △69 △57

法人税等の支払額 △1,293 △906

法人税等の還付額 37 227

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,686 113

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） 54 △0

有形固定資産の取得による支出 △889 △2,224

その他 144 449

投資活動によるキャッシュ・フロー △690 △1,774

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 410 △327

自己株式の取得による支出 △1,600 △0

配当金の支払額 △316 △307

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,506 △635

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7 △1,187

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,890 △3,484

現金及び現金同等物の期首残高 55,744 54,015

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 50,854 ※ 50,531
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報告

第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及

び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

【追加情報】

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四半

期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日

　　至 平成28年９月30日）

従業員給料及び賞与 2,087百万円 1,880百万円

退職給付費用 129百万円 114百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

現金及び預金勘定 31,676百万円 42,421百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △323百万円 △290百万円

取得日から３か月以内に償還期限の到来す

る短期投資（有価証券）
19,501百万円 8,400百万円

現金及び現金同等物 50,854百万円 50,531百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

 １．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 316 5.0  平成27年３月31日  平成27年６月29日 利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月６日

取締役会
普通株式 307 5.0  平成27年９月30日  平成27年12月７日 利益剰余金

 

 ２．株主資本の金額の著しい変動

 当社は、平成27年５月８日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,815,600株の取得を行いました。この

結果、当第２四半期連結累計期間において、単元未満株式の買取による取得も含めて自己株式が1,600百万円

増加し、当第２四半期連結会計期間末において自己株式が7,598百万円となっております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

 １．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 307 5.0  平成28年３月31日  平成28年６月30日 利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月４日

取締役会
普通株式 184 3.0  平成28年９月30日  平成28年12月５日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額

（注）１

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 機構部品 音響部品 表示部品

複合部品

その他
計

売上高        

外部顧客への売上高 63,072 8,580 4,571 2,210 78,434 △966 77,468

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 72 178 － 251 △251 －

計 63,072 8,652 4,749 2,210 78,685 △1,217 77,468

セグメント利益又は損失

（△）
△2,086 434 △175 △150 △1,977 555 △1,422

（注）1．セグメント売上高の調整額△966百万円には、管理会計と財務会計の調整額△1,433百万円、為替調整等

決算修正額467百万円が含まれております。

2．セグメント利益又は損失の調整額555百万円には、棚卸資産の調整額△413百万円、内部取引消去126百万

円及び予算と実績の調整額等841百万円が含まれております。

3．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 （単位：百万円）

 
 

報告セグメント
全社 合計

 機構部品 音響部品 表示部品
複合部品

その他
計

減損損失 1,297 － － － 1,297 － 1,297

 

EDINET提出書類

ホシデン株式会社(E01815)

四半期報告書

17/21



Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額

（注）１

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 機構部品 音響部品 表示部品

複合部品

その他
計

売上高        

外部顧客への売上高 43,798 8,205 4,500 1,524 58,029 △567 57,461

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 32 25 － 58 △58 －

計 43,798 8,238 4,526 1,524 58,088 △626 57,461

セグメント利益又は損失

（△）
△1,061 864 230 △74 △41 △409 △450

（注）1．セグメント売上高の調整額△567百万円には、管理会計と財務会計の調整額85百万円、為替調整等決算修

正額△653百万円が含まれております。

2．セグメント利益又は損失の調整額△409百万円には、棚卸資産の調整額△248百万円、内部取引消去132百

万円及び予算と実績の調整額等△293百万円が含まれております。

3．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した

建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 これによる損益に与える影響は軽微であります。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

 １株当たり四半期純損失金額（△） △76円28銭 △58円39銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（百万円）
△4,711 △3,588

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純損失金額（△）（百万円）
△4,711 △3,588

普通株式の期中平均株式数（千株） 61,764 61,460

（注）   潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失金額であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

       該当事項はありません。

 

２【その他】

平成28年11月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額 184百万円

（ロ）１株当たりの金額  ３円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成28年12月５日

（注）平成28年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  平成28年11月11日

ホシデン株式会社   

取締役会 御中   

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 美馬 和実     印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 池田 賢重     印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているホシデン株式会

社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ホシデン株式会社及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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